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競争的外部資金 
・研究代表者：水澤英洋(東京医科歯科大学大学院脳神経病態学(神経内科))，研究分担者：

桑田一夫；厚生労働省難治性疾患克服研究事業：プリオン病及び遅発性ウイルス感染症
に関する調査研究（H16-難治-013）：平成 20-22 年度；6,000 千円(2,000：2,500：1,500
千円) 

 
・研究代表者：桑田 一夫；文部科学省科学研究費補助金新学術領域；プリオン天然変性部

位の異常立体構造変換における役割；平成 22年度 4,700千円；22年-23年（4,700：4,800
千円） 

 
・研究代表者：桑田 一夫；独立行政法人科学技術振興機構；研究成果最適展開支援事業フ

ィジビリティスタディ【ＦＳ】ステージ探索タイプ；研究課題：Aβレセプターを標的と



するアルツハイマー病治療薬シーズの開発；平成 22年度（1,000千円） 
 
・研究代表者：山本典史；文部科学省科学研究補助金若手研究（Ｂ）；プリオン病発症メカ
ニズムの解明：プリオン蛋白質・銅イオン複合体の構造と性質：平成 22 年度 600 千円 
20-23年度（600：600：600） 

 
・研究代表者：鎌足雄司；基盤（Ｃ）；圧力によるタンパク質解離・会合の制御技術の開発：

平成 22年度；1,600千円 21-23 年度（1,500：1,600：600） 
 
・研究代表者：武藤淳二；文部科学省科学研究補助金若手研究（Ｂ）；デュアルﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ蛍

光標識プリオン蛋白質を用いたＦＲＥＴによる立体構造解析：平成 22年度；1,600千円
21-22 年度（1,700：1,600） 

 
受託研究 
・研究代表者：桑田一夫：論理的創薬による蛋白質立体構造制御法の確立とプリオン病治
療薬開発への応用；平成 18－22 年度；人獣感染防御研究センター分 239,000 千円
(80,000：60,000：54,000：45,000：35,000)研究費全体（長崎大学含む）93,000：80,000：
67,000：55,000：39,000）（含：間接経費）：独立行政法人医薬基盤研究所 

 
 
・研究代表者：北尾彰朗(東京大学分子細胞生物学研究所細胞機能情報研究センター創生研

究分野)，研究分担者：桑田一夫；平成１９年度戦略的創造研究推進事業（CRESTタイプ）
研究領域「マルチスケール・マルチフィジックス現象の統合シミュレーション」研究課
題「バイオ分子間相互作用形態の階層的モデリング」平成 19-23年度；38,421千円(3,000：
9,421：10,000：10,000：6,000)（直接経費）（含：間接経費＝×1.3） 

 
・研究代表者：喜田 宏（北海道大学 人獣共通感染症リサーチセンター）研究分担者：
桑田 一夫；研究課題「人獣共通感染症の診断・予防・治療法の開発研究」平成 22 年年
度；18,000千円 
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